
令和５年度行政評価　施策評価票

主管部局・課 建設部　都市計画課

目指す姿

施策

施策番号
名称

施策の内容

施策１

１　政策分野の進捗状況
重要業績評価指標の達成状況

指標名 単位 説明又は計算式

1

景観に関する市民満足度 ％ 他市と比べて優れていると感じる人の割合（アンケート調査の結果）

年度 令和４年度令和５年度令和６年度 最終目標 検証

目標 57 59 61
65

実績 76 73 -

2

屋外広告物の更新率 ％

年度 令和４年度令和５年度令和６年度 最終目標 検証

目標 94 95 96
98

実績 96 96 -

政策目標４　安全、快適な基盤づくり/政策８　地域の活力を支える都市環境の維持

政策分野34　景観

自然景観、歴史的景観、まちなみ景観など、本市の景観の特性を活かした、うるおいと魅力にあふれるま
ち

関連するSDGs17のゴール

自然、歴史、市街地の特性を活か
した景観形成

歴史、文化、地域の特性を活かした、魅力にあふれ、賑わいのある景観の創出と、豊かな自
然景観の保全を図ります。

　アンケート調査を行うための各種イベント等
が限定的であるものの、達成する見通しである
。

更新済件数÷更新申請が必要な件数

　未更新物件の所有者等に対する通知等を徹底
することにより達成する見通しである。



２　施策の評価
施策１ 自然、歴史、市街地の特性を活かした景観形成

取組状況

今年度の
重点方針
（方向性）

 景観計画、景観条例及び屋外広告物等に関する条例に基づき、会津若松らしい、個性豊かで
魅力あふれる景観まちづくりを推進します。

【１】景観形成事業
・景観法に基づく景観計画の策定や景観条例の改正を行い、法を根拠とした実効性の高い規
制や誘導を実施してきた。
・景観重点地区や景観まちづくり協定地区の修景やまちづくり活動への助成等によるまちな
み景観づくりを進め、まちなかの魅力向上に寄与してきた。
・歴史的景観建造物や自然景観緑地の登録や指定、維持管理経費等の一部助成による景観形
成に努めてきた。
・景観認定制度や大好きな会津絵画コンクール等を実施し、景観形成に対する市民意識の向
上に努めてきた。

【２】屋外広告物対策事業
・屋外広告物の許可申請（新規、更新、変更等）の受付や適切な規制、誘導、指導等を実施
してきた。（受付件数：H30年度431件、R元年度344件、R2年度508件、R3年度386件、R4年度
389件）
・本市の地域特性に応じた独自の屋外広告物等に関する条例を制定した。
・屋外広告物適正化助成制度を創設し、既存不適格物件の早期是正に取り組んできた。
（利用件数：H30年度2件、R元年度8件、R2年度6件、R3年度6件、R4年度2件）
・屋外広告物の安全性の確保を図るため、管理者の設置や点検の義務化等について屋外広告
物等に関する条例の改正を行った。

【３】歴史的風致維持向上計画推進事業
・庁内における関係部局と連携を図りながら計画を策定した。
・地元の活動団体へのヒアリングや資料収集等を実施することで各地区の歴史、文化に関す
る整理を行った。
・歴史的風致維持向上計画推進協議会を発足し、計画素案に対する意見聴取を行い、令和４
年度末に国へ申請し、令和５年６月に国の認定を受けた。
・令和５年度より日新館天文台跡地や八葉寺阿弥陀堂周辺の整備に着手した。
・歴史まちづくりカードを作成し各所で配布することで、歴史まちづくりに関する周知とま
ち歩きの仕掛けを行った。

課題認識と
今後の方針
・改善点

【１】景観形成事業
・景観重点地区を中心に修景等に対する助成制度を活用しながら、各地区にふさわしい景観
形成を進めていく。特に鶴ヶ城周辺地区における景観形成を進めるため、積極的な働きかけ
を行っていく。
・歴史的建造物や自然景観緑地等の保全に向け、所有者の負担軽減など有効な支援のあり方
や利活用しやすい仕組み等について、関係機関等と連携しながら検討していく。
・市民協働による景観形成への意識高揚を図るため、本市らしい景観に対する認定制度や周
知活動等を景観推進員により効果的に行っていく。

【２】屋外広告物対策事業
・本市らしい良好な広告景観の形成のため、屋外広告物等に関する条例の周知を図るととも
に、屋外広告物の適切な規制、誘導、指導等を実施していく。
・現行の基準に適合していない屋外広告物の所有者等に対し、是正に向けた継続的な働きか
けを行っていく。
・屋外広告物の安全性の確保が求められており、その所有者等に対し安全点検等に関する周
知を図り、適正な維持管理を促す。

【３】歴史的風致維持向上計画推進事業
・歴史的価値の高い建造物の維持管理には多くの手間と費用を要し、高齢化や人口減少によ
る担い手不足等の影響もあり、歴史と伝統を反映した人々の生活が薄れつつあり、歴史まち
づくりに対する市民の意識高揚を図る必要がある。
・史跡、名勝、建造物や伝統行事、祭礼などの文化財を活かしたまちづくりが求められてい
る。
・庁内各課（文化課、観光課、まちづくり整備課及び都市計画課等）の横断的な取組みによ
り、令和４年度に歴史的風致維持向上計画を策定して国への申請を行い、令和５年度に国の
認定を受けたことから、令和６年度は、歴史的建造物の所有者や、建築設計、不動産等の関
係者による意見交換会等を開催し、今後の歴史的風致維持向上計画整備方針ガイドラインの
策定に向けた準備に取り掛かり、歴史的なまちなみや建造物、周辺市街地等の景観・観光資
源の整備に伴う地域活性化と郷土文化に対する誇りを醸成し、市民との協働により歴史、文
化、地域の特性を活かしたまちづくりを推進していく。



３　関連する政策分野と事務事業
政策分野 事務事業名 担当部・課名

7-3 教育委員会文化課

15-1 史跡若松城跡総合整備事業 観光商工部観光課

24-1 鶴ヶ城公園管理事業 建設部まちづくり整備課

４　施策の最終評価

文化財保存活用地域計画推進事業

・政策分野34「景観」の推進にあたっては、「２　施策の評価」に従い取り組むこと。

・施策１「自然、歴史、市街地の特性を活かした景観形成」については、景観重点地区を中心として修景
等に対する助成制度の活用に努め、関係機関等と連携しながら各種施策を行うとともに、引き続き、景観
計画、景観条例及び屋外広告物等に関する条例に基づき、歴史、文化、地域の特性を活かした、会津若松
らしい魅力あふれる景観まちづくりを推進していく。また、「歴史的風致維持向上計画」が令和５年度に
国の認定を受けたことから、整備方針ガイドラインの策定に向け、関係者による意見交換会等を開催する
。



５　事務事業一覧

番号 事務事業名 担当部・課

施策１　自然、歴史、市街地の特性を活かした景観形成

1 ◎ 11.4 景観形成事業 継続 建設部　都市計画課
2 ◎ 11.3 屋外広告物対策事業 継続 建設部　都市計画課
3 ◎ 11.4 歴史的風致維持向上計画推進事業 継続 建設部　都市計画課

ロジック
モデル

重点
事業

人口減
少対策
※

SDGs
ターゲ
ット

次年度
方針

※人口減少対策に資する事業を「第２期　会津若松市　まち・ひと・しごと創生総合戦略」で定める４つの
基本目標に分類して表記しています。
柱１　ICTと既存産業・資源を活用したしごとづくり
柱２　地域の個性を活かした新たなひとの流れの創出
柱３　生活の利便性を実感できる安全・安心なまちづくり
柱４　結婚・出産・子育て支援と教育環境の整備



施策１　自然、歴史、市街地の特性を活かした景観形成

1

事業名 景観形成事業 法定／自主 自主

担当部・課 建設部　都市計画課 次年度方針 継続

事業費 12,431 12,943

所要一般財源 8,431 8,943

概算人件費 5,891 7,069

2

事業名 屋外広告物対策事業 法定／自主 自主

担当部・課 建設部　都市計画課 次年度方針 継続

事業費 3,089 375

所要一般財源 2,139 375

概算人件費 4,768 4,291

3

事業名 歴史的風致維持向上計画推進事業 法定／自主 自主

担当部・課 建設部　都市計画課 次年度方針 継続

事業費 1,242 631

所要一般財源 1,242 631

概算人件費 2,384 2,146

概要
(目的と内容)

　会津若松らしい景観を「まもり」「つくり」
「そだてる」ため、景観条例及び景観計画等に
基づき、市民協働による各種景観施策を実施す
る。

財務内容
単位(千円)

令和５年度
（予算）

令和６年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・景観計画の策定や景観条例の改正を行い、景観法を根拠とした実効性の高い規制や
誘導を実施してきた。
・景観重点地区や景観まちづくり協定地区の修景助成等によるまちなみ景観づくりを
進め、歴史的景観建造物や自然景観緑地の登録や指定、維持管理経費等の一部助成に
よる景観形成に努めてきた。
・景観認定制度や絵画コンクール等を実施し、市民意識の向上に取組んできた。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　景観重点地区である鶴ケ城周辺地区や眺望景観保全地区、景観まちづくり協定地区
等において、各地区にふさわしいまちなみ景観づくりを進めていくため、市民や事業
者との協働によるまちづくりが求められており、修景等に対する助成制度を活用しな
がら、各地区のまちなみ景観づくりを進め、市民協働による景観形成に向けた意識の
高揚を図るため、景観認定制度や周知活動等を継続的かつ効果的に行っていく。

概要
(目的と内容)

　良好な広告景観の形成を図るため、本市独自
の屋外広告物等に関する条例に基づき、屋外広
告物の適切な規制、誘導等を行う。

財務内容
単位(千円)

令和５年度
（予算）

令和６年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・屋外広告物の許可申請の受付や適切な規制、誘導、指導等を実施してきた。（受付
件数：H30年度431件、R元年度344件、R2年度508件、R3年度386件、R4年度389件）
・本市の独自の屋外広告物等に関する条例を制定し、また、屋外広告物の安全性の確
保を図るため、管理者設置や点検の義務化等について条例の改正を行った。
・屋外広告物適正化助成制度を創設し、既存不適格物件の早期是正に取り組んでき
た。（利用件数：H30年度2件、R元年度8件、R2年度6件、R3年度6件、R4年度2件）

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　屋外広告物の安全対策が求められていることから、その所有者等に対し、安全点検
等に関する周知を行い適正な維持管理を促し、本市独自の屋外広告物等に関する条例
を制定したことで既存不適格となった物件の所有者等に対し、経過措置期間内（令和
５年度末まで）の是正完了に向けた働きかけを行う。

概要
(目的と内容)

　歴史的建造物と地域の伝統的な人々の活動を
歴史的風致とみなし、歴史的風致維持向上計画
に位置付け国の認定を受けることで、各種事業
の推進により市街地環境の魅力を向上させる。

財務内容
単位(千円)

令和５年度
（予算）

令和６年度
（見込み）

これまでの
取組状況

（主な取組と
成果）

・庁内における関係部局と連携を図りながら計画を策定した。
・地元の活動団体へのヒアリングや資料収集等を実施することで各地区の歴史、文化
に関する整理を行った。
・歴史的風致維持向上計画推進協議会を発足し、計画素案に対する意見聴取を行い、
令和５年６月に国の認定を受けた。
・令和５年度より日新館天文台跡地や八葉寺阿弥陀堂周辺の整備に着手した。
・歴史まちづくりカードを作成し各所で配布することで、歴史まちづくりに関する周
知とまち歩きの仕掛けを行った。

事業の検証
（課題認識/
今後の方針・
改善点）

　歴史的価値の高い建造物の維持管理には多くの手間と費用を要し、高齢化や人口減
少による担い手不足等の影響もあり、歴史と伝統を反映した人々の生活が薄れつつあ
ることから、令和５年度に歴史的風致維持向上計画に対する国からの認定を受け、令
和６年度は、歴史的建造物の所有者や、建築設計、不動産等の関係者による意見交換
会等を開催し、今後の歴史的風致維持向上計画整備方針ガイドラインの策定に向けた
準備に取り掛かり、歴史的なまちなみや建造物、周辺市街地等の景観・観光資源の整
備に伴う地域活性化と郷土文化に対する誇りを醸成し、市民との協働により歴史、文
化、地域の特性を活かしたまちづくりを推進していく。
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